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１．はじめに 
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近年の趣味研究の興隆 
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2019年は「趣味研究」が数多く出版されている 

趣味は学術的に周縁的な位置づけだったが，興隆の兆し？ 



趣味研究を行ううえでの検討点のひとつ 

日本語で「趣味」と言うときに何を意味するか？ 

『日本国語大辞典』 

・物事のもっているおもしろみ 

・物事の味わいやおもしろみを感じ取る能力 

 → Taste 

・職業や専門としてでなく，楽しみとして愛好するもの 

 → Hobby 

 

→ どのような「趣味」概念を用いるかが研究の方向性にも関わる 

「趣味」概念の多義性 
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Taste／Hobby で十分か？ 

Taste/Hobby の多義性は比較的よく知られてきた 

（井上 1998, 神野ほか 2019） 

Tasteの訳語を「嗜好」に統一する工夫も提案されている 

（Bennett et al. 2009）  

→ Taste/Hobby を考慮すれば「趣味」概念の多義性を十分 

  理解し，研究の方向性を確立できるのだろうか？ 

→ 本研究ではそうではない，ということを示したい 
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本研究の目的 
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 Taste/Hobby を区別しただけでは捉えられない， 

「趣味」概念の多義性を示すこと 

目的 

 余暇活動に関する社会調査において， 

「趣味」概念がいかなる意味で用いられているのか？ 

 を明らかにする 

方法 



２．方法 

7 



事例：余暇活動に関する社会調査 

『レジャー白書』など，余暇の基礎的データを得られる調査 

得られたデータをもとにさらなる研究が進められることも 

 

 

 

 

 

 

 

 

→ 「趣味」概念の使い方がもつ影響力も高いと考えられる 
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事例選択の方法 

試行的に用いた方法 

『余暇・レジャー＆観光統計年鑑』および『日本統計年鑑』

において参照されており，かつ余暇活動全般への参加につい

て尋ねている社会調査を抽出する 

→ 「レジャー白書」（公益財団法人日本生産性本部） 

  「国民生活に関する世論調査」（内閣府） 

  「社会生活基本調査」（総務省統計局） 

 

※より網羅性を得られる方法があればアドバイスいただきたいです 

 「国民生活時間調査」（NHK放送文化研究所）なども抽出したい 
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分析方法 

１．各調査において「趣味」が含まれている質問項目を抽出 

２．その質問項目において， 

  「どの余暇活動が趣味に含まれているのか」 

  「どの余暇活動が趣味に含まれていないのか」を分類 

３．各調査における「趣味」概念がもつ共通点を言語化 
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３．結果 
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「レジャー白書」 
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「レジャー白書」の趣味概念 
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趣味が関わる項目：調査全体の設計（2018年の調査） 

 

趣味に含まれる余暇活動 

・趣味・創作部門 

 写真の制作，ビデオの制作・編集，陶芸，模型づくり，スポーツ観戦， 

 映画，観劇，演劇鑑賞，音楽会，コンサート等･･･ 

 

趣味に含まれない余暇活動 

・スポーツ部門 

・娯楽部門 

・観光・行楽部門 



「国民生活に関する世論調査」 
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「国民生活に関する社会調査」の趣味概念 
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趣味が関わる項目：質問８（2019年の調査） 

 

趣味に含まれる余暇活動 

・趣味・娯楽 

 趣味活動，鑑賞，コンサート，スポーツ観戦など 

 

趣味に含まれない余暇活動 

 教養・自己啓発，スポーツ，ショッピング，旅行， 

 テレビやDVD，CDなどの視聴，インターネットやソーシャル  

 メディアの利用（メールが動画視聴を含む）家族との団らん 

 友人や恋人との交際，社会参加，睡眠，休養 



「社会生活基本調査」 
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「社会生活基本調査」の趣味概念 

趣味が関わる項目：質問19, 21, 22, 23（2016年の調査） 

 

趣味に含まれる余暇活動 

・趣味・娯楽 

  

趣味に含まれない余暇活動 

・学習・自己啓発・訓練 

・ボランティア活動 

・スポーツ 

 

＊旅行は「趣味に付随して行った場合」という回答は可能 
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発見① 

趣味は単独でカテゴリーを構成しない 

いずれの調査においても「趣味・創作」「趣味・娯楽」という

カテゴリーが用いられており，「趣味」にどの余暇活動が含ま

れるのか厳密には分からない 

 

例えば，音楽やスポーツなどの鑑賞や観戦はいずれの調査においても

「趣味・創作」か「趣味・娯楽」のカテゴリーに含まれているが， 

それが「趣味」なのか「娯楽」なのかを判別できない 
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発見② 

趣味はスポーツではない 

いずれの調査においても「趣味・創作」「趣味・娯楽」と独立

して「スポーツ」のカテゴリーが用いられている。スポーツは

趣味に含まれない。 

 

例えば，「趣味は登山です」という発話は常識的には理解可能だが，

これらの調査上では「趣味・創作」「趣味・娯楽」として登山を挙げ

ることはできない 
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発見③ 

趣味は旅行ではない 

いずれの調査においても「趣味・創作」「趣味・娯楽」と独立

して「旅行」「観光・行楽」のカテゴリーが用いられている。 

「社会生活基本調査」では「趣味に付随した旅行」は回答でき

るようになっているが，「趣味としての旅行」は回答できない。 

旅行は趣味に含まれない。 

 

例えば，「趣味は旅行です」という発話は常識的には理解可能だが，

これらの調査上では「趣味・創作」「趣味・娯楽」として旅行を挙げ

ることはできない 
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４．考察 
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余暇活動 

スポーツ 旅行 

趣味，創作，娯楽 



「趣味」は残余カテゴリーか？ 

発見①～③による考察 

・「趣味」に含まれる余暇活動は積極的に定義されていない 

・その一方で「スポーツ」や「旅行」は定義されている 

→ 「趣味」は「スポーツ」や「旅行」に含まれない余暇活動 

  を消極的に包含する残余カテゴリーか？ 

  残余カテゴリーとしての「趣味」概念は，学術的にどんな機能  

  を果たすか？その概念を用いることで明らかになる知見は何か？ 

  残余カテゴリーとしての「趣味」概念はいつから用いられているか？ 
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「趣味」を積極的に研究する意義は？ 

残余カテゴリーとしての「趣味」概念を認識したうえで， 

余暇学にとって意義のある「趣味」研究の方向性をどこに 

見出すか？ 

 

→ ひとつの方向性：「シリアスレジャー」研究（杉山 2019） 

  余暇活動のジャンルとして「趣味」を捉えるのではなく， 

  あらゆる余暇活動が，真剣に・継続的に追求されるように 

  なった時，それを「趣味」として捉える 

  趣味の実践者たちは，同じジャンル・業界のなかでも， 

  特に「超高関与消費」（堀田 2015）を行うため，マーケットの 

  セグメントとして認識できることは実践的な意義もある 
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